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審 査 の 結 果 の 要 旨
　パターン認識の分野で使われる技術である特徴抽出技術を，異常検知システムやスケッチによるユーザ認
391
識技術に適用し，有効性のある技術を提案していることは大変に興味深い。また，異常検知システムのため
に開発した技術を人間の健康診断にも応用し，良い結果を得ている点も興味深い。研究成果は，世界的に著
名な国際会議や，雑誌論文として公表されており，博士号取得に十分に値する業績を上げていると評価でき
る。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
